
提案課題整理表（企画部会提案）

◆ 全体テーマ

№ テーマ名 備　　考 企画部会での整理・検討結果

1 心が響きあう地域づくり 第１期の全体テーマ

・「心が響きあう地域づくり」は長期にわたるテーマなので、
１期で完結するものではない。
・抽象的なテーマではあるが故に、様々な課題に取り組むこと
ができる。
・第2期のテーマとする。

2 心が響きあい、心がとけあう地域づくり 第２期の第1回区民会議での意見

・「響きあい」と「心がとけあう」は同意語なので、屋上屋を
重ねてしまうのではないか。
・テーマはなるべく短い言葉で簡潔なほうがいいのではない
か。

3 エコのまち麻生 第1回企画部会での意見
・「心が響きあう地域づくり」は抽象的。課題を絞り込んだ方
がいいのではないか。

◆ 第１期の取組課題　　

№ 課題名 平成20年4月からの取組内容・進捗状況 関連事業・関連活動・現状等 企画部会での整理・検討結果

●地域における安全パトロールの実施（町会・自治会・市民活動団体
等）

・ 広報活動（タウン誌・懸垂幕・ニュースな
ど）

●地域における安全パトロールの支援（区として活動用ベスト、腕章
等貸与）

●地域のコミュニティ活動の支援の仕組み創設（１０月）

●区功労賞制度の創設（区のまちづくり等の貢献者・団体を対象）

●町会自治会加入促進パンフの製作（地域コミュニティの活性化）

・学校農園を通じた地域づくりを王禅寺小学校でモデル実施

　4／14　王禅寺小学校を訪問（モデル実施依頼）

　4／17　学校農園の土地所有者宅を訪問（モデル実施依頼）

　4／17　農業協力者宅を訪問（モデル実施依頼）

　4／22　王禅寺小学校と打合せ（モデル実施の打合せ）

5／29 さつまいも、かぼちゃの作付け（地域の農業協力者
の指導のもと小学生による作付け）

8／7   梶委員と打合せ(セレサモスと地域住民との交流事業
について)

○セレサモス「情報センター」内にて地域住民との交流事業を展開
（消費者向けワークショップ開催）

・体験農業の関係者、ＪＡ関係者ヒアリング
8／21 梶委員からセレサモスと地域住民との交流事業につ

いて情報提供あり
・料理講習会
夏野菜（７月７日・８日）・冬野菜（１２月上旬予定）

・多摩川梨フェアー（８月上旬～９月上旬）

・柿フェアー（１１月上旬～中旬予定）

・シクラメン・パンジーフェアー（１２月上旬予定）

8／7 梶委員と打合せ(農業従事者等への意向調査実施につ
いて）

　8／29　梶委員から意向調査の予定ない旨の連絡あり

・ 関係機関への情報提供・調整 ●小地域のつながりネット支援事業（協働推進事業）実施

　4／7　健康福祉局高齢者在宅サービス課へ資料提供 　(地域の保健福祉課題の解決に向けた取組)

　4／15 麻生区社会福祉協議会へ報告

　4／18 神奈川高齢者生活協同組合へ報告

・区内全小学校で農業体験学習を実施
・学校農園の有
　（王禅寺、金程、真福寺、虹ヶ丘、白山、柿生、長沢、柿生、栗木
台）
・校外農園の有
　（王禅寺、岡上、金程、千代ヶ丘、片平）

1

2 地元農産物と地域の交流 【農産物直売所を通じての地域交流】

【市民農園及び援農を通じての交流】

・体験農業の関係者、ＪＡ関係者ヒアリング

・ 体験農業の関係者、ＪＡ関係者ヒアリング

・ 王禅寺小学校をモデル校に選定

こどもの見守り
～地域のつながり｢あいさつ｣がはじまり～

【元気高齢者の地域参加】

・ 老人いこいの家のアンケート実施

・ 老人いこいの家関係者ヒアリング
3 高齢者が輝く地域づくり

第１期（平成20年3月まで）の取組内容

・ 地域活動用ベスト、腕章の購入配布

【食育を通じての地域交流】

・あいさつが交し合える地域づくり事業（協働推進事業）実施

・ 区内各小学校にアンケート実施

○学校農園を通じた地域づくりを王禅寺小学校でモデル実施中
  秋に収穫祭を予定

・ＪＡでは、今秋より農業指導の派遣依頼があった場合、ＪＡの指導
者や農業従事者を派遣する事業を実施予定

○企画部会にて「あいさつが交し
合える地域づくり事業」の進行管
理をする。

○自然・環境をテーマとした専門
部会（仮称環境部会）を設置し、
その中で今後の進め方を検討す
る。

○自然・環境をテーマとした専門
部会（仮称環境部会）を設置し、
その中で今後の進め方を検討す
る。

○企画部会にて「小地域のつなが
りネット支援事業」の進行管理を
する。

○自然・環境をテーマとした専門
部会（仮称環境部会）を設置し、
その中で今後の進め方を検討す
る。

【課題選定基準】
  １.緊急性
  ２.必要性
  ３.公平性
  ４.実現性
  ５.協働による取組の可能性
  ６.区民の主体性



◆ 第２期の新たな課題

【自然・環境】　→自然エネルギー活用促進事業、麻生里地里山保全推進事業（麻生区）

№ 課題名 課題内容 関連事業・関連活動・現状等 企画部会での整理・検討結果

・関連団体との連携、地域住民との交流

●平成１９年４月に麻生区の市民活動の拠点施設として市民交流館や
まゆりがオープン。
・環境総合研究所の整備に向けた検討（環境技術情報の収集・発信、環境
学習等の機能）（環境局）

・減量指導員・環境リーダーの効果的な活動

・（太陽光）麻生区役所・柿生小・はるひ野小設置を、（風力）はるひ野小
・住宅用の太陽光発電施設設備補助事業（１ｋＷあたり３万円、上限１２万
円）（環境局）
・環境リーダー育成講座、廃棄物減量指導員（環境局）

・小田急ＯＸ栗平店、コープかながわでレジ袋有料化を実施。（小田急商事
は川崎市緑化基金に寄付）（環境局）
・マルイファミリー溝口でレジ袋削減に伴う環境保全活動。（高津区と多摩川
エコミュージアムに寄付）（高津区）

・「CCかわさき」と連動したまちづくり
・農業、都市緑地の保全と復元、ごみの削減とリ
サイクル、雨水利用など

・身近な公共施設での再生可能エネルギー（太陽光発電設備、ソーラー街
路灯）の導入に向けた調査を実施予定（環境局）

・地球温暖化対策地域推進計画・条例の制定に向けた検討（環境局）

・「エコのまち麻生」を目指すネットワークの検討。 ・エコのまち麻生調査事業を検討（麻生区）

・小中学校での環境体験学習などの促進
●自然エネルギー活用促進事業実行委員会が区内小学校への出前授業
を展開（麻生区）
●ゴーヤーのカーテン大作戦

・エコドライブの推進（環境局）

●ハイブリッド公用車の導入（麻生区）

・打ち水大作戦

●エコウェーブ

・マイバック（エコバック）

・コンポスト助成制度（環境局）

・緑地保全、緑化促進
・校庭の芝生化／宮前区土橋小（教育委員会）
　芝生の生育を保護する養生期間は校庭の使用制限があるなど課題

・公園の手入れ ・公園を対象とした愛護会づくりの啓発
・麻生区内で８１の公園緑地愛護会が維持管理活動を展開（環境局）

・木こりの会

   籠口ノ池公園（緑と施設の調和のとれた公園づくり）

   化粧面谷公園（公園広場の草刈りなど）

   まつのき緑地（広場とその周辺斜面の草刈り、樹木の間伐剪定）

・里山ボランティア（早野）

・緑地保全の検討 ●麻生里地・里山保全推進事業（麻生区）

・麻生プレイパークを創る会

  自然の遊び場実験（化粧面谷公園、早野聖地公園など）

●遊び場調査／白地図（麻生区）

・木こりの会

   籠口ノ池公園（緑と施設の調和のとれた公園づくり）

   化粧面谷公園（公園広場の草刈りなど）

   まつのき緑地（広場とその周辺斜面の草刈り、樹木の間伐剪定）

・里山ボランティア（早野）

・屋上・壁面緑化への助成及び緑の活動団体への支援（環境局）

・家庭での緑化推進、CO2削減

1
「CCかわさき」地球温暖化防止を率先し
て実践していく区、「エコのまち麻生」を
目指す。

・市民共同発電所設置等の促進、自然エネルギーを利用しやす
い環境整備

・レジ袋の有料化の促進（レジ袋を使わなくてすむライフスタ
イルの提案実践など）

・東京都が実施している校庭の芝生化や公園の芝生化

・里地里山の保全（子どもの遊び場づくり）

課題解決策の検討

・活動拠点として、環境館設立などを検討

・公共施設への太陽光発電設置と雨水利用などの検討

・家庭での緑化推進、CO2削減を具体的に検討

5

3 地球温暖化による環境の悪化を解消する

・「エコのまち麻生」エコ憲章の検討。2
地球温暖化対策を含めた持続可能な社会を
めざす「エコのまち麻生」のまちづくり

4

緑の保全（子育て）

地球温暖化防止策の一助としての緑化運動

○自然・環境に関する課題が多く
提出されていることから、第２期
区民会議で取り組む課題としてふ
さわしい。
○専門部会（仮称環境部会）を設
置して集中的・効果的に課題の調
査審議を行う。
○自然・環境分野において、課題
が広範にわたっているので、専門
部会内で、取り組む課題の絞込み
をする必要がある。
○取組課題の絞込みの際は、長期
的な課題・短期的な課題それぞれ
を設定することも考えられる。



【文化芸術・地域活性化】　→「しんゆり・芸術のまち」推進事業（麻生区）

№ 課題名 課題内容 関連事業・関連活動・現状等 企画部会での整理・検討結果

・幅広い区民、団体が参加する文化芸術のまちづ
くりの推進

●「しんゆり・芸術のまち」推進事業により事業展開（麻生区）

・京畿道フェアー開催（５月）、トルコ舞踏団公演（６月）

・区民主体の芸術フェスティバル等の検討 ・芸術フェスティバル等の実施 ・芸術フェスティバル（平成２１年４月下旬～５月上旬に開催予定） 

・芸術を基調としたまちづくりの検討 ●小学校と昭和音楽大学との交流コンサート（麻生区）

・区民が参加しやすい「芸術のまちづくり」の検
討

・ジュニア映画制作ワークショップ

・公教育における芸術文化授業の実施

【市民活動推進】　→やまゆり／ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンター（麻生区）

№ 課題名 課題内容 関連事業・関連活動・現状等 企画部会での整理・検討結果

・地域活動、市民活動を担うメンバーの高齢化に
よる問題

●市民活動地域ネット「あさお大好きネット」（麻生区）
・ボランティア・市民活動相談（かわさき市市民活動センター）

・若い世代、現役世代の参加しやすい仕組みづく
りの検討

●市民活動相談（麻生区）

・ボランティア登録（各区社会福祉協議会）

【高齢者福祉】

№ 課題名 課題内容 関連事業・関連活動・現状等 企画部会での整理・検討結果

・弱者への自転車やバイクによる事故防止 ・あんしん歩行エリア整備事業の実施（建設局）

・歩行中の弱者への手助け ・歩行中の弱者への積極的な手助け運動の啓発。 【現状】歩行者専用道路の新設予定無し（区内４路線完成済み）
○新百合ヶ丘１号線（ﾃﾞｯｷ～ﾏﾌﾟﾚ)
○新百合ヶ丘２号線(ﾃﾞｯｷ～ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ）
○ﾊﾅﾐｽﾞｷ線（若葉台駅）
○桜並木線（はるひ野駅～はるひ野小中学校）
※事故原因の検証（警察・市民局）
※歩道新設や歩道拡幅など他手法の模索（建設局）

【地域交流・子育て】

№ 課題名 課題内容 関連事業・関連活動・現状等 企画部会での整理・検討結果

1 コミュニティーづくり
・都市型コミュニティー（隣組）の促進 ●あいさつが交し合える地域づくり事業を実施（麻生区）

　地域のコミュニティ活動の実態調査をし、事例集（手引き書）を作
成予定。

・核家族から生じる問題 ●あいさつが交し合える地域づくり事業を実施（麻生区）

・異世代間交流の促進 ・実践している団体などとともに、交流の場の拡大 　地域のコミュニティ活動の実態調査をし、事例集（手引き書）を作
成予定。

●シニアの地域デビューに向けたセミナー開催（麻生区）

・0才～6才児についての検討 ・遊び場の拡充、交流の場の設置 ・麻生プレイパークを創る会

  自然の遊び場実験（化粧面谷公園、早野聖地公園など）

・木こりの会

   籠口ノ池公園（緑と施設の調和のとれた公園づくり）

   化粧面谷公園（公園広場の草刈りなど）

 　まつのき緑地（広場とその周辺斜面の草刈り、樹木の間伐剪定）

●遊び場調査／白地図（麻生区）

   

麻生音楽祭、あさおランチタイムコンサート、
しんゆり映画祭野外上映会、麻生区中学校合同音楽祭、
えいぶるコンサートｉnあさお　　など

子育て

区民主体による文化芸術のまちづくり
・文化資源を生かした人材育成（講座や講演等への活用）

課題解決策の検討

・子ども、青少年、障害者、高齢者等の文化活動への支援

・お母さん方が芸術文化に親しむためのアート保育所の創設

1 「チョイボラ隊」の結成

2
麻生区民にとっての「しんゆり芸術のまち
づくり」の意義

2 異世代間の交流

1
弱者（高齢者、各種障害者等）に優しい地
域づくり

課題解決策の検討

・歩行者専用歩道の設置

課題解決策の検討

・麻生区民限定の芸術ポイントカードの導入

・エコの推進と文化活動との連携

3

・都市型コミュニティー（隣組）の促進の具体的検討

・地域での実践の検証と取組の事例紹介

課題解決策の検討

・協力してほしい「団体・グループ」と協力したい「区民」を
つなぐ仕組みの検討

・中高大学のサービスラーニングとの連携、活用

・麻生まちづくり市民の会・あさお市民活動サポートセンター
を中心としたサポート体制の整備

1

・文化芸術を生かした経済活動の振興
・文化芸術活動や文化資源の情報の一体化

・文化芸術を生かした都市間交流や国際交流

○地域交流をテーマとした部会
（仮称地域交流部会）を設置し、
その専門部会の中で「ボランティ
アと地域交流」の視点で取組課題
の絞込みをする。

○第１期の課題「高齢者が輝く地
域づくり」と共通する課題でもあ
り、企画部会にて検討する。

○専門部会（仮称地域交流部会）
を設置して集中的・効果的に課題
の調査審議を行う。
○「文化芸術・ボランティア」等
の視点から、地域交流に関する課
題を調査審議する。
○地域交流に関しては、課題が広
範にわたっているので、専門部会
内で、取り組む課題の絞込みをす
る必要がある。
○取組課題の絞込みの際は、長期
的な課題・短期的な課題それぞれ
を設定することも考えられる。

○地域交流をテーマとした部会
（仮称地域交流部会）を設置し、
その専門部会の中で「文化芸術と
地域交流」の視点で取組課題の絞
込みをする。


